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シiJウスの不思議な絆星

米國海軍天文盛　　イザペル・M・リウイス

　アンタレス，ミラ及びベテルギウスの様な赤色■星に就v・ては近年屡々語ら

れた．三つ共廣く膨脹した天膿で，ある場合には直裡が数等哩もあり，密度は

人湖の作る最も完全な一下以下である．然し珊在では天上界で最も話題となる

星は赤色E星と全く反封のものである．大さは僅か地球の3倍といふ小ぼけな

遊星；IC似た容積の天禮であり，而も其の質最は我が太陽に等しい・叉共の表面

温慶はどこも太陽より2千度も熱く，共の内部温度は数百萬度と測定されて居

る。共の二度は一．一丁の驚嘆すべく信ぜられなV・事實の詳しい論明は最後に譲

るが…一一一水の約5蕩5千倍，或は最：も：重い金脇であるプラチナムの3，000倍で

ある．共の上下の』・E量のある，勢力のある小媛星は普通の太陽であり，熱と光

とを放射するガス膿であり，只共の大さが極めて小さく，密度が想像の出來ぬ

程に大きいのが違って居る丈E’ある・

　此の話題の星は二二と呼ばれるシリウス星の作厘である．シリウス星は星室

で最も明るい星であるので匿別が出刃，オリオン座の東南に當って冬の宥の南

天‘c目立って見えて居る・叉共の光は地球の大氣に於ける反射に依って擁臨さ

れ，眩しくプリズムの色彩を煤めかし，丁度ある立派なダイヤモンドを蒼天の

中に吊したやうである．而も此の狼星は凡ての豪華さを具へて居る上に，天文

學者に取って多年の間の謎であり，三寸であり，其の質量が大きく，極めて微

光であった祠秘が僅か最近になって解明され，注意すべき小さい三星を有って

居る事が，理學的な興味を一段と増し加へた・

　此の小さい星は1862年八月31日にアルヴアン・G・クラ1クが初めて焚干

したもので，　Dearborn天丈甕の18吋望憎憎のレンズをテストして居る時の

産物であった．然し乍ら殆んど20年前にシリウス星が受ける引力L・之が作

る主星の蓮動の不漁則さの研究から，大天文二二ベッセルの知る所となった．

シリウス星の運動に斯うv・ふ特徴があるのに氣がつv・て，此の有名な大天文墨

者は，之はある質量の大きなllに見えない星が此の1り1るいシリウス星に影響を

及ぼして居るといふ結論を導いた．天文學者Pctersはべツセルの設にi基づい



天界214 ンリウスの不思議な下調 109

て此の丁丁する天腸の位置を撰定した．斯くして丁度此の推定位置に8・5等と

いふ微光星をクラ1クが獲見するに至ったのである．此の夢見が湿れたのは主

に充分に二大な望遠鏡がなかったのに基づく．此の星の観測が績けられて軌道

の計算も丁丁る様になり，此の明るいシリウス星と其の淡い俘星は55年よりや

N短い週期で相互に一公縛し，二つの星の距離は太陽と天王星との距離即ち18

億哩に殆んど等しい事が回った．叉此の星の顯著な不思議な事實としては，共

の光が極めて淡いにも關はらす，シリウス星の僅か約1萬分の1で，帥ち太陽

の約2百分の1に過ぎないのに，質：量は我が太陽に等しく，シリウス星の牛分

もある事である．

　1914年に至ってヰルソン山天文盛W．S．アダムス博士は此の作星が極めて

淡く，主星の明るさに擁齪される困難さを克明して，共のスペクトルを見事撮

影する事が出來た．

　其の結果共のスペクトルはシリウスのとは別筒のものである事が判った．そ

れで諸遊星や我が月の場合には，作星のスペクトルは明るい星のスペクトルの

反射に過ぎなV・のであるが，此の場合には，實際は主星に反射されて輝く暗黒

天膿でなV・事となった．叉大艦播氏8，000度も表面温度があって，我が太陽よ

りも可成り高vo事も，撮影された俘星のスペクトルの性質から明白になった．

斯く俘星の質量が大きく，表面温度が高く叉同時に極めて微光星である事を設

明しようとすれば，之は想像の許されぬ程に密度が大きく，二って極めて小さ

い天髄だと假定しなければ不可能に思はれた．蓋し星が水より2・3倍の密度を

保ち，而もガス艦として運動する事は不可能事であると考へられた・我が太陽

の密度は水の11／1倍であり，赤色亘星は雫均して海上の大氣の約1・000分目1

である．其他の星に至っては水の密度の100分の1か10分置1である・一般に星

の密度が水の2，3倍以上となる時には，此の星はガス艦として運動するのを止

めて，急速に冷却して固形化する蚤，のと信ぜられて居る．我が地球内部は鋼鐡

の如く固く，水の密度の僅か5．5倍に過ぎない事も想起される．

　斯くて，此の不思議なシリウス星の件星の輻射の性質は其の他2，　3の同様な

星と僧に不可解であったが，1925年に至って有名な英國の天文愚者A・S・エ

デントン教授は王立天交學會で次の如き極めて注目すべき論文を磯表した．之
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、に慷れば，星辰内部の300萬度から2ρ00萬度とV・ふ高1温度にあっては，物質

の原子は電子の外環を幾分除き去り，直径が約100分の1に減少するので，普

通の訳了よりも一郭接近して，約100萬倍も宿に詰め込まれる事が誰明された・

　故に此の星は全くガス髄で，同時に水の数千倍といふ密度を有って居る．此

の注11すべき星のスペクトルを最近に齪目した結果，ヰルソン山天文蕩のW．

S．アダムス博：士に移れば，エデントン敏授の此の溌を擁護するに［しまらす，

アィンシタイン理論に基づく1924年のエデントンの豫言と，此の星のスペク

トル中の正嘉偏窟が極く好い一一致を見て居る・之等の親測に基づいて簡阻に計

算をすると，此の例外的な星は我が地球の舷か3倍の直裡即ち2斗，000哩である

のに，蜜度は水の殆んど55，000倍，表酌1重力は地球の35，000倍樫もある事が

判る．又共のスペクトル型はFO型で，共の表面温度は我が太陽より2，000激

高）・撫氏8，000度である事が判る．

　試みに此の知日すべき小ぼけな媛星の炎面に，共の驚嘆すべき熱度に封抗す

る力を布ち，表面にある引力を受けるものとして，人問が移住出侮るものと一一

時想像して見よう．地球上で150封度ある人聞は此の想像出帰ぬT・呈に大きな引

力に惹かれて2625噸にもなる！彼は自己の重みで押し潰される盗りではなく・

蒸氣U，1ラ1をかけた時よりも，一・鷹雫べつたくなるだらう，

　此の星とべテルギウス星，太陽及び我が地球の様な他の漏壷との密変を比較

溌明するに當って，之等の天龍の凡てを構成して居る原料の標本を宝；量瞼室で準

備出射るものと論定して見よう．比較の目的に沖して，先づ種々な物質を容れ

る爾に，直揮3’吋のワ1嘘な球艦郎ち普通の手琶の穴さを造ったと想像して見よ

う．

　之等の球の外殻は打棄てても良い重さの股されぬ原料のものである・之簿の

塞虚な軽々の一iっを水で満すと，殆んど丁度弼賢臣の重さである事が課る・我

が地球を構成して居る原料で満すと，一共の喪而地殻或は一暦稠密な中核で

はなくして，水の密度の55倍ある平均した地球の質斌一一一一第2球の：弔：さは2

封度凱となる．第3球は赤色i〔星ベテルギウスを形造る原料を満して，約1ゲ

レンの300分野1の重さである．此の球の内郡は詠嘆りヒ歪な眞塞である・借て

我が太陽を構成する燃焼するガスを含んだ同じ大さと形とをした第4の容器に
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満すと，重さは1封度のe／tより少し脛い事が謬る．比較の目的として，鐡と術

ほ共の外にプラチナムを入れた球を満して見よう．第一・のものは4封度，第二

のものは10封度の重さがある．以上の標本は何れも一暦重くて，凡ての元素で

最も重いプラチナムの入った球を除V・ても，子供の手で容易く持ち上げられな

い．然し假りにシリウス星のfド星を構威して居る原料で室つぼの3吋球を満す

試みを今やつて見ると，約14噸の重さとなるから，我々の小標本では極めて困

難な事になる．日動胃機重機の助けを借らすには，他の球に並べて；テ1ブル

に置く事が出來ないし，術ほ假りに置く事が出戸るとしても，之は直ちにテ1

ブルや床を押し砿いて，地中深く埋卜して了ふ事になる・シリウスの此の件星

の様に小形にも關はらす，全くガス膿で極めて加熱された天罷で，又心象出來

ぬ程重いといふ焚見は現代の最も注口すべき天文學上の一登見であり，同時に

天龍物理學上の最も大いなる謎の…解決に資するものである・（佐登兜課）

　　　　　　　　　　　　山本博士の膏雨

欺洲よりの近着報によれば山本博士は去る9月22口附けをもって，スエ1デ

ン國の天文史學會の三界二二に二二された．

之れは近年博士が我が國幕末時代の諸藩に於ける天交學研究史を調査してゐ

られる功績を認められたものと思はれる・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔急報319〕
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